
英語科　第２学年　　本時の指導計画例
	単元名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	Unit１ A Trip to Singapore
	グループごとに設定されたテーマに合う旅行プランを立て，簡単な語句や文を用いて他者へ伝えられるよう，お互いに教え合うことができる。
	（　１０／１２　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	○Small Talkをする。
“Which do you like, indoor activities or outdoor ones?”
	・教師が旅行プランを立てながら，インドアとアウトドアの活動で悩んでいる，と生徒に尋ねる。
・中間指導では，旅行に話題がつながるような例文を紹介し，旅行プランを立てる時に参考にさせる。
例）“I like indoor activities. I want to visit an art museum.”
	
	　

	展
開
	○本時の目標を確認する。テーマにぴったりなシンガポール旅行計画を立ててプレゼンしよう！



○班ごとに与えられたテーマで，シンガポールの観光名所をどのように回るか計画を立てる。
○予定表が完成した班から，教科書「STEP３」のやりとりに沿って練習し，ワークシート等のメモをもとに発表できるようにする。
	


・「家族旅行」「新婚旅行」「美術部の合宿」「修学旅行」「一人旅」のくじを班の代表に引かせる。
・これまでクラスで作成したポスターや，１人１台端末を活用して考えさせる。
・話すことが目的のため，付箋や１人１台端末の付箋機能等を使用して共有することで，書く負担を減らすよう指導する。
・教師は机間指導をし，人に伝える際の注意点を中心に助言する。
	

	②１人１台端末を活用し，観光地の情報を適切に調べたり，班員の意見をスプレッドシートにまとめ，共有させたりする。

	ま
と
め
	· 振り返りシートを記入する。

	・生徒は，本時の活動について振り返りを行う。班で協力することができたか，周りを見て声掛けしてくれた生徒は誰か，振り返る。　　
・次回の授業で，全員が旅行プランを発表することを伝える。
	※毎時の振り返りの記述をもとに，単元末の評価に活用する。
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※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

